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概要： 早稲田大学では，情報倫理教育の一環として「情報倫理テスト」という名称の
Web テストを実施している．情報倫理テストは新入生及び本学の情報基盤システムのパ
スワードを紛失・再発行した者等に受講が義務付けられており，本学の情報倫理教育の中
心的な役割を担っている．情報倫理テストは 2002年度より行われているが，対象や実施
形態は年度ごとにその状況を踏まえた上で検討・改善がなされている．本稿では，本学に
おけるWBT を用いた情報倫理教育の変遷及び現状について取り上げる．
1 はじめに
早稲田大学（以下本学）では，情報倫理教育の
一環として「情報倫理テスト」という名称のWeb
Based Test(WBT) を実施している．本テストは，
本学にて行われている「PC・ネットワーク利用ガ
イド」の配布や「新入生コンピューターセキュリティ
セミナー」と併せて，本学における情報倫理教育の
中心的な役割を担っている [1]．本テストは 2002年
度より実施されているが，対象や実施形態は年度ご
とに学内外での情報セキュリティに関する事案を踏
まえた上で検討・改善がなされている．本稿では，
本学におけるWBTを用いた情報倫理教育の変遷に
ついて，また 2008年度の解答傾向について述べる．
さらに 2008年度後期より情報倫理テスト受講のた
めのシステムが移行されたことについて触れる．
2 情報倫理テストの変遷
2.1 2004年度まで
2001年度まで，本学では「新入生セミナー」と
いう名称で情報倫理教育や基本的なコンピューター
の利用法について講習を行っていた．2002年度に，
新入生セミナーを廃止し，その代わりとして情報倫
理教育に関する教材を配布した．さらに，その理解
度を確認するために「情報倫理テスト」を新入生全
員と学内システムの不適切使用者に対して実施し
た．このテストは全 40問から構成され，6割以上
の正答率で合格とみなされた．2003年度より新入
生セミナーを再開した．これに伴い新入生に対する
テストは中止され，不適切使用者に対してのみの実
施となった．
2.2 2005年度以降
2005年度より，新入生セミナーを情報倫理教育
面とコンピューターの利用ガイド面の 2つに切り分
け，前者を「新入生コンピューターセキュリティセ
ミナー」という名称で全員必修の講義として実施し
た．これに伴い情報倫理テストについても，学部新
入生全員の必修試験として実施された．一定期間ま
でに合格しなかった者に対しては，学内情報基盤シ
ステムのアカウントの利用を停止するという措置が
採られた．2006年度以降は，各年度に内容の検討・
改訂を行い，同様の形式で実施されている．
3 2008年度情報倫理テスト
3.1 出題形式
情報倫理テストは，指定期間中 (入学時から 2ヶ
月程度以内)に，学生が自由な時間にネットワーク
に接続されているPC上で受験できる．情報倫理に
関する基本的な設問が 40題出題され，内 36問の
正解で合格となる．テスト内容は，本学にて配布さ
れている「PC・ネットワーク利用ガイド 2008年度
版」の記述をもとに作成されている．テストは，指
定された項目からランダムで選択された問題文が
ブラウザ上に表示され，「正しい」「誤り」を選択す
る二者択一形式である．解答中に上記ガイドを参照
しても構わない．試験終了後，直ちに合否が表示さ
れ，不合格だった場合は指定期間中であれば何度で
も受験することが可能である．採点後に，各問題に
対する解説文を閲覧することができる．指定期間内
に合格できなかった場合，その者に対して学内情報
基盤システムのアカウント停止措置がとられる．
3.2 2008年度の解答傾向について
2008年度に実施された情報倫理テストの解答傾
向について述べる．本稿では正答率が 80％以下で，
特に注目すべきものについて取りあげた．
パスワード関連¶ ³
Q. 認証システムのパスワードを忘れてしまっ
た場合，TAに聞けば調べてもらえる．正答×
(正答率 69％)
Q. パスワードは，忘れないように紙や手帳に
メモしておく方がよい．正答× (正答率 76％)µ ´
本学においては「新入生コンピューターセキュリ
ティセミナー」などにより，パスワードの管理に関
する教育を実施してはいるものの，上記問題の正答
率を見る限り，学生に正しく周知されているとは言
い難い．次年度以降の課題とするところである．
インターネット用語関連¶ ³
Q. URL が「https://」という形で示される
Webページは，やりとりする情報が暗号化さ
れているので，「http://」ではじまるWebペー
ジよりも安全性が高い．正答○ (正答率 49％)
Q. メールヘッダの「bcc:」に記載されたメー
ルアドレスには「To:」に記載されたメールア
ドレスと同じ内容のメールが届くが，どの受
信者からも「bcc:」に記載されたメールアドレ
スを知ることはできないようになる．正答 ○
(正答率 61％)µ ´
高等教育での「情報」が実施されたこともあり，
PCに関する基本的な知識を身につけている新入生
は年々増加傾向にある．しかし，上記のように"https"
や"bcc"などの情報セキュリティやマナーに関して
用いられる用語の知識は，正しく教育されていない
ように思われる．大学に入学し，インターネットや
電子メールを使う機会が増えるにつれ，これらの知
識はますます重要なものとなる．学生に対し能動的
に学習させる必要があると思われる．
3.3 システムの移行について
2008年度前期まで情報倫理テストは，本学の共
同研究先の企業が提供するシステムにより実施され
ていた．本学では教育支援システムとして Course
N@vi[2]を導入しており，多くの教員・学生により
活用されている．本年度に Course N@vi Ver.2.0.0
がリリースされたことにより [3]，ランダムな出題
形式が可能となった．そこで本学では，2008年度
図 1: 旧システムによる情報倫理テスト
図 2: Course N@viによる情報倫理テスト
後期より情報倫理テストを Course N@vi上で実施
する形へと移行を行った．旧システム上での情報倫
理テストのインターフェースは図 1のように，１問
が１頁に表示されていた一方，Course N@viにお
いては図 2のように全問題が同一頁に表示される．
4 まとめ
情報倫理テストは，新入生コンピューターセキュ
リティセミナーや，「PC・ネットワーク利用ガイド」
による情報倫理教育効果を計るために，必要不可欠
なものと位置づけられている．今後も，正答率の低
い問題について検討を行い，本学の情報倫理教育に
反映させていく予定である．
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